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6) 企業全体の成果に大きな影響を及ぼすという観点からすると. トップ・マネジメントの組織形
成問題も重要な問題の 1 つとなる。これにつレては.宮田将吾「トップ・マネジメントの職務と
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この内部市場はその機能に応じて「現実の内部市場 (reale interne M舐kte) J 
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われてくる。従来， r合理性」を判断する際には， r合理的・非合理的J という
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出所: Toulmin. St. Rieke. 
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。 2 3 孟4
3 階層以上の詳細な論拠づけが行われた論拠づけのラインの数
狭レ| |広い
詳細に論拠づけられた問題解決 。 2 3 孟4
より高い階層の論拠を支持するために示された鎗拠地13以上であった幽数
偏っている| |偏っていない
。 2 3 孟4
考慮された反対輸拠の敏
適格に論拠づけられた問題解決






































策定に関する意思決定の合理性を検証してしーる(cf. v. Werder. A.: Argumentation Rationality 
































この点に|則する研究も今後の大きな課題の l つである o 今後.これらの課題を
検討することによって 実践に対して真に有用となる学問的成果を示したいと
考えている。
